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教育学部実習地の概要と年間の取 り組み

新 地 富 一

(教育学部実習地)

1概 要

鹿児島大学教育学部鴨池実習地は、教育学部の付属施設 として、鹿児島大学郡元キャンメ

スの東南端部の位置にあって教育の各講義、研究棟 、付属幼稚園、付属小学校、付属 中学核

に隣接 し、面積 は約3000㎡ とやや狭い感があるが、各研究あるいは講義等の庭のよ うな距

離に位置す るので、利用す る学生、教官、児童 ・生徒 あるいは職員 にとっては時間的制約を

極めて受 けにくい利用度の高い良好 な環境にある。主な土地利用 としては、管理棟(約130

㎡)、栽培分野の講義お よび実験実習、卒業論文実験、教官実験のための畑地(約800㎡)、

果樹園(約500㎡)、 ビニールハ ウス(約600㎡)、 樹木観察園(約300㎡)の ほか花壇、

作物見本園、教材 園も小面積ながら設 けられている。特 に花壇については、実習地に隣接 し

た約350㎡ 学部管理地を花壇 として実習地が管理 し、四季 の草花 を栽培 して構 内緑化な ら

び に花卉見本園の役割 を果す と共に学生の花壇設計実習の場 としても大 きな教育効果 を挙

げてい る。

皿 主 な 業 務

1.農 業お よび 自然教育に関す る教育の実践指導

本実習地で行 っている実験、実習の基本的形態は、断片的な実験、実習 ではな く、

種播 き、栽培管理か ら収穫 にいたるまでのすべての栽培作業(作 る作物の決定をも含

めて)を 学生 自身が行 い、すべての生育過程 を体験す るようになってい る。 しか しな

が ら受講す る学生は、ほとん ど専門的栽培に関 しては白紙の状態である。 したがって

前 もって学生 自身 に作 る作物の栽培方法 を調べ させ るのではあるが、 どうして も基本

的な技術 の専門的後押 し(手 取 り足取 りの意味ではない。 自分で考え させ る とい う意

味である)が 必要 となる。 この ことは、教官 と技官 にとって多大な根気 と労力を要す

ることになるが、これ を行 うことにより学生は 自分 自身で 自主的につぎの作業を考 え

るようになる。 また、専門家 と非専門家の違 いに気づ き、栽培(農 業)の 本質あるい

は栽培の成否について理解す るようになる し、膨大な人 口を養 っている農業の重要性

あるいは 自然の意味、生命育成(育 てる)の 意義 についても理解 を深 めることになる。

教員養成学部の学生は、卒業すれ ばす ぐに訓練 なしに教壇 に立ち、子 どもたちを教 え

なければな らない。その意味で もこの ような実践的、専門的な体験的学習、すなわち

実践的教材研究は不可欠のものであると考えられ る。



III 取 り組 み

(1)前 期 実習

① 栽培 実習(実 習説 明 か ら栽 培方 法 まで)野 菜 定植 準備(ト マ ト・メ ロン ・ピー

マ ン外 約10種 類)

②4,月 の販 売会準備 実施 設 営か ら後 かたづ け

③ 生活 科(く らし と技術)… ミニ トマ トの鉢植 え栽培 と管理 方法 の実 習

④理 科(自 然 と人 間)… 植 物 の増殖 方法 につ い て(挿 し木)の 実習

⑤幼 稚 園サ ツマイ モ植 え付 け準備 ～

⑥ 田植 え(荒 起 こ し ・代 かきb・ 植 え付 け)実 習

⑦ 花壇 作 り実習

⑧ 花苗 ・野 菜苗 ・セル リー ・ほ うれ ん草 ・水菜 ・たま ね ぎ ・青梗 菜 ・にん じん、

大根 ・竹 の子 ・タマ ネ ギ ・大名竹 の 子 ・ジャガ イモ ・カボ チ ャ ・ビワ ・ナ ス ・ト

ウガ ラシ、 ピー マ ン ・トマ ト ・メ ロン ・キ ュ ウ リ

(2)後 期 実習

⑨ 冬野 菜播種(ブ ロ ッコ リー ・キ ャベ ツ外)・ 植 え付 け

⑩稲 刈 り ・脱 穀 ・ハ ウス暖房 準備 ・トマ トの受粉 調整

⑪ 果樹選 定 防除

⑫ 農産 物販 売 … 新米 ・里芋 ・小松 菜 ・深 ね ぎ ・ほ うれ ん草 ・ブ ロッコ リー キ

ャベ ツ ・ジ ャガイモ ・山芋 ・シ ョウガ ・大 根 ・ニ ン ジン ・椎茸


